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凡例
１．本書は、『場所の論理と自己の階層』（大田健次郎、マインドフルネスのため

の西田哲学入門(3) ）と対になった内容であり、これを前提にしている。これを

参照しながら読んでいただきたい。

１．本書では、上掲『場所の論理と自己の階層』を〔入門３場所：XX 頁〕と略

す。XX は頁。

１．西田幾多郎の著作からの引用は、岩波書店、西田幾多郎全集（昭和 40 年～

41 年）により、第 11 巻 54 頁の場合[西田 11:54]のように、巻数と頁を表示する。

引用にさいしては現代仮名遣い、現代漢字に書き改めている。

１．引用する人の敬称は省略させていただいた。


